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第1部 大学教育と企業のニーズ

第1部 a) 大学の教育-----学問と設計との合間------

1) 各大学の機械工学科の基本的なカルキュラムはあまり変わらない。材料力学、熱力学、流体力学

の３力学を中心として、応用数学、図学、機械製図、ＣＡＤ，機械設計（含む工業規格）、機

械実験1,2, 機械実習、材料工学、自動制御、計測工学、計数工学、コンピュータリテラシイ、

メカトロニクス、内燃機関、蒸気機械、自動車工学、ロボット工学、油圧工学、品質管理

----------卒業研究に至る。

これらは“Syllabus”に担当教官名、テキスト、（細かい）内容まで記され、新入生各自に配

布され、他の大学や高等学校にも公開される。レベルを下げないで、4年間で130～140単位を

こなすのは、生徒も先生も容易ではない。

2) 一方、先生は教育と研究の両者・両輪で評価される。

大学の各研究室のテーマは基礎工学的などが多く、学会発表などもそれらは採用されやすい。

3) 機械工学科として 私らが参画した実践的なテーマは、たとえば学生食堂の食器洗浄機の設計・

製作とトラブルシュテイング、校内のコインパークマシンの設計・実機製作、校内温水プー

ルの熱計算、校舎・体育館の暖房用ボイラの燃焼装置の改造設計などである。これらは研究・

学問と見なされることは少なく、評価は低い。

4) 一方、大学と企業との共同研究は、企業が目前の問題解決に困っている上記に類似したような

テーマなどが多い。ノウハウ・特許などの守秘義務も抵触しなかなかうまくゆかない。何と

か解決しても学問的評価としては高いわけではない。

5) プラント設計やシステム設計は大学ではほとんど教えない。

赤木先生らが開拓された「システム設計論」・「設計工学」などは貴重な業績と思う。

第1部 b) 企業のニーズ

1） 機械工学科の卒業生の就職先の範囲は広く、千差万別である。自動車産業、コンピュータ会社、

ソフト会社、メガネ製造業、繊維業、製鉄業、建築機械業、農林機械業、電力業、化学工業、

電気製品業、工作機械業、上下水道業、食品業、流通業、福祉機械業、品質管理業、機械要素

業、スポーツ用具業、遊戯機械業、自転車産業、警察、消防署----などなど

2） 機械工学科の中に「自動車コース」を設けた。卒業すると自動車整備士（補）の資格が取れる。

この資格は国土交通省の管轄となり、追加科目、実習が増えその分プラスになる。合計の授業



時間・必要単位数は増える。

3) 機械工学科として就職採用時の有利な資格としては、英検、TOEC、自動車免許（大型・特殊）、

危険物取扱、ガス溶接、高圧ガス取扱、ボイラ技術士、電気溶接、甲種防火管理、P.E.(機械)

などがある。

4) 就職先の各業界には各種の法律、規則、規格・基準・マニュアル・計算図表などがあり、専門

用語も多く、新入社員は 1人前になるのに通常 3～5年かかると言われている。

5) 最近は会社側は入社すると「即戦力」を要求する。特に中小企業は昔のように余力は無い。「昔

よりレベルが低い。」とか、「学校は高邁な論理よりも、もっと実務を教えてくれ。」 とか、「教

えたことはちゃんとするが、ちょっとはみ出ると応用力が無い。」というようなクレームが学

校側にくる。

第1部 c) インターンシップ制度

「大学で学んでいる学生に企業の実務を経験させて、就職後の実業に関する理解を深める」目

的で、文部科学省が推進をつかさどるが、受け入れ側の企業は経済産業省・国土交通省・農林

水産省・厚生労働省などの管轄でハザマの問題がある。

問題点の例：1.学校側は単位を認定するのか、2.企業側が交通費を含めて報酬を支払うか（ア

ルバイトとの相違は？） 3.通勤途上を含めて万一事故の時の労働災害・補償・安全

の問題、 4企業による青田買いにならないか、

一方、学生はアルバイトの方が実利的で好むし、企業もその方が雇用関係もはっきりしてい

る。学校への教育計画書・日誌・実習報告書などの報告義務が無いので気が楽である。

なお、2010年から文部科学省から財政支援が実施されるようになったと聞いている。

私の大学の勤務時は、この「大学側のニーズと企業側の消極的な受け入れ態勢とのギャップ」

は埋まらなかった。毎年インターンシップの目標人員は達せず、不完全燃焼のまま終わった。

第1部 d) 学会の教育システム例

“日本マリンンエンジニアリング学会”は2006年より日本財団の助成を受け CPD(Continuing

Professional Developing)という若手マリンエンジニアのための社会人教育を立ち上げた。

「基礎コース」は＜機械系＞と＜電気系＞の 2分野で 23科目、「先進コース」は 10領域から

なる教育プログラムの教育講習会を開催している。各分野の最前線で活躍している講師の講義

テキストにより、各講義後には課題・レポートなどにより成績が評価され、合格者には修了書

が発行される。開催地は東京・大阪・神戸・岡山などで参加者は累計 913名、履修修了者は

862名である。

これは機械系の学校では手薄な例えば、電気・電子回路、振動・騒音、摩耗、潤滑、疲労、腐

食などの教育を受ける。社会のニーズに答える教育の良い例で、学会が率先して行っているこ

とに敬意を表したい。

第１部 まとめ

企業のニーズと大学教育のギャップは大きい。私の大学勤務において、

それを埋めようと微力を尽くしたが、思うにまかせず悔しい思いが

残っている。 学会主催の若手の社会人教育は有効と思う。



第2部 新規開発について

第2部 a)-1 中国の躍進と日本の衰退

a)-1 中国の躍進

1. 科学論文の数と引用文献数で日本が中国に抜かれている。

2. 2013.6スパコン「天河 2」が計算速度で世界一となった。

3. 有人潜水調査船「蛟竜」の潜航記録 7062ｍは日本の「しんかい6500」の6527ｍを抜いた。

4. 天体望遠鏡「LAMOST」可視光スペクトル数 4000個で世界一。1年間で100万個の恒星ス

ペクトルを得ている。

5. 2013年 6月 3名の宇宙飛行士が乗った「神舟 10号」が「天宮 1号」とドッキング飛行

士が乗り移った。中国は米国・ロシアに次ぐ宇宙大国。

6. EASTというトカマク型核融合研究装置を 2006年に完成。すべての電磁コイルが超伝導化

したものは世界初。米ソ EU日の国際協力の ITERプロジェクトにも韓国と共に参画。

7. 原子力は1960年代に原爆、水爆の実験に成功。原発は 2012年に運転中 14基、1195万

Kw 世界 9位。現在30基 3300万 Kwが建設中。高温ガス炉や高速増殖炉も開発中。

8. 2009年 iPS細胞から「小小」と呼ばれるマウスの作成に世界で初めて成功。クローン研

究の実績。幹細胞バンクの充実。臨床応用体制は日本を凌駕している。

9. 遺伝子解析会社 BGI社＝遺伝子情報の解読を商業的に行って」いる会社。新しいシーケン

サー（DNAの並び方を自動的に決定する装置）を導入することにより解読を高速化。世界

中からも受託。2010世界最高級のシーケンサー 128台導入。世界のライフサイエンス関

係者に衝撃。現在 200台所有。従業員 4000人。

10. 太陽光発電 2013年は世界一、欧州は衰退。1kW/m2 値段も安いとのこと。

第2部 a)-2 日本企業の衰退と巻き返し

繊維産業、製鉄業などが衰退し、新しくは半導体、家電製品（TV、扇風機----）、PC、携帯電話、

などが衰退している。労働集約型産業の造船業も円高では世界にたちうちできない。

世界初、世界一の技術がなければ顧客は得られない。巻き返しのアプローチ

⟐ チーズはどこへ消えたか？ ⟐ 変化への対応

⟐ 原点に戻る ⟐ 開発への投資

第 2部 ｂ) 最近の企業の体質と新規開発

1. 企業経営の重点目標は次のようなものがあろう。

a)顧客（社会）への貢献 b) 従業員の幸福 c) 新規開発 d) 株主への還元

経営者は上記に対して人・物・金をつぎ込む。

2. 以前に比べて、最近は d)の優先度が高まり、c)が後退していると思う。

円高で会社の経営が厳しくなると、自分の身を縮めて、d)の株価や配当は維持しようと努め

る。一方、c)の新規開発は縮小しやすい。結果、他社や他国に追いつかれ追い越される。

3. 新規開発には研究所を含めて売り上げの XX%は投入せねば世界的市場で先端を走れない。

1980年代は結構潤沢に、多角的に開発投資を行っていたと思うし、次の世代のための設備

投資も行っていた。



第2部 c) 開発のフィロソフィー

開発のトライアングル----顧客・競合他社・自社、

開発の三大城乾＝人・設備・金のかけ方-------サイクリックな展開、強権なリーダー

図1.参照

新製品開発の空中ブランコ------商品ニーズと関連技術 図2.参照

開発の三位一体----リーダー・技術気違い・営業気違い 図3.参照

シーズオリエントとニーズオリエントの違い-----ニーズオリエントが大事

開発チームの編成------専従か兼務か、複数のグループ分け・開発の凍結・撤退の決断、

図4.参照

会社の遺伝子-----所在地、設備、風土、適応力、スタッフのパワー、独裁容認か

第2部 d) 開発の経験と反省

超伝導電磁推進船“ヤマト1”--------核融合装置ITER-----DNAが引き継がれている？

“マリンスライダー”＝ WIG ---------商品化に至らず

多機関電気推進船-------酷似の内航船や計画船が開発されている

第2部 e) 開発の成功と会社の生まれ変わり---絶えず新しいものへ

最近の舶用機関の開発----SOX,NOX,CO2の各対策、LNG燃焼デーゼル機関、電池推進船

新規開発の挑戦例--------ナカシマメデイカル㈱、リニア新幹線の開発、 図5.参照

日本のイノベーション----ハーバード大学大学院教授 クリステンセン 図6.参照

チーズはどこえ消えたか？ スニッフとスカリー、 ヘムとホウ あなたの企業はどちらか？

---------変化は起きる・変化を予期せよ・変化にすばやく適応せよ

---------変わろう・変化を楽しもう

The survival of the fittest-------（まわりの変化に）適応力のある者のみが生き残る

--------------------------------- C.R.Darwin

第2部 まとめ

企業は変化に素早く対応したものが生き残る。

造船業の生まれ変わりは？ 造船業のチーズはどこにあるか？

造船で培ったDNAを大事にして産官学や他社との共同あるいは自社独自で

世界一、世界初を目指す。

お わ り



図1. 開発の三大条件

図2. 新製品開発の空中ブランコ



図3. 開発の三位一体

図4. 開発のチーム編成



図5. JRリニア新幹線 日経新聞 2014.1.1（朝）



図6. 日本のイノベーション 日経新聞2014.1.1（朝）


